
わ
が
国
は
、
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海

外
展
開
を
緊
密
な
官
民
連
携
に
よ
り
積
極
的
に
推
進

し
多
く
の
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。
今
後
、
世
界
的
な

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
伴
う
経
済
社
会
の
急
速
な
変

化
に
対
応
し
つ
つ
、
激
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
獲

得
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
一
層
の
取
り
組
み

強
化
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
経
団
連
は
会
員
企
業
等
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
提
言
「
戦
略
的
な
イ
ン
フ
ラ
シ

ス
テ
ム
の
海
外
展
開
に
向
け
て
―
―
２
０
１
９
年
度

版
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

S
o
c
ie
ty
5
.0

時
代
の

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開

現
在
、
わ
が
国
で
は
デ
ジ
タ
ル
革
新
と
多
様
な

人
々
の
想
像
・
創
造
力
の
融
合
に
よ
っ
て
社
会
的
課

題
を
解
決
し
価
値
を
創
造
す
る
社
会
「Society

5.0

」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
官
民
一
体
と

な
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
経
団
連
も
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
たSociety

5.0

を
通
じ
て
国
連
の
掲
げ
る

持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
達
成
す
る
「Society

5.0
for
SD
G
s

」
を
提
唱
し
、
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
社
会
実
装
を
通
じ
て
こ
れ
を
推
進
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
イ
ン
フ
ラ
は
人
々
の
生
活
お
よ
び
経
済

活
動
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
整
備
は
包
摂

的
で
持
続
可
能
な
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

世
界
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
が
拡
大
を
続
け
る
な
か
、
日

本
の
高
い
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
の
海
外
展
開
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）の
実
現
と
わ
が
国
の
持
続
的
な
成

長
に
貢
献
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
わ
が
国
政
府
は
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
を
重
要
な
成
長

戦
略
・
国
際
戦
略
の
１
つ
と
位
置
付
け
、
経
協
イ
ン

フ
ラ
戦
略
会
議
に
お
い
て
「
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸

出
戦
略
」
を
策
定
し
、
官
民
連
携
の
も
と
で
具
体
的

施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
進
捗
を
踏
ま
え
同
戦

略
を
毎
年
度
改
訂
し
て
い
る
。

経
団
連
は
政
府
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
高
く
評

価
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
度
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の

海
外
展
開
に
か
か
る
わ
が
国
経
済
界
の
要
望
を
取
り

ま
と
め
、政
府
・
関
係
機
関
へ
建
議
し
て
同
戦
略
の
改

訂
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
き
た
。
今
後
も

政
府
の
戦
略
改
訂
等
に
よ
り
一
層
充
実
し
た
各
種
施

提

言
戦
略
的
な
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の

海
外
展
開
に
向
け
て

開発協力推進委員長
三井物産会長

―
―

２
０
１
９
年
度
版
提
言
を
公
表

審議員会副議長
開発協力推進委員長
日本電気会長

遠藤信博
えんどう のぶひろ

飯島彰己
いいじま まさみ
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策
の
支
援
を
得
つ
つ
、
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
の
海
外
展
開
を
通
じ
て
ホ
ス
ト
国
の
経
済
社
会
の

発
展
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
受
注
拡
大
に
向
け
た

具
体
的
な
要
望

―
―

強
力
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
ル
ー
ル
整
備
等

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
海
外
展
開
の
推

進
に
は
政
府
・
関
係
機
関
に
よ
る
支
援
ツ
ー
ル
を
総

動
員
し
た
総
合
力
の
発
揮
が
重
要
で
あ
り
、
積
極
的

な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
の
継
続
と
ホ
ス
ト
国
か
ら
の
情
報
収
集
の
強
化
、

Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）事
業
費
等
の
予
算
措
置
の

充
実
、
国
際
的
ル
ー
ル
の
整
備
・
標
準
化
、
第
三
国

市
場
協
力
の
推
進
等
を
要
望
し
て
い
る
。

加
え
て
、
世
界
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
つ
つ
各
国
・
地
域
の
社
会

的
課
題
・
ニ
ー
ズ
等
に
的
確
に
対
応
し
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の

環
境
整
備
と
し
て
、
ハ
ー
ド
面
は
も
と
よ
り
自
由
な

デ
ー
タ
流
通
の
ル
ー
ル
整
備
等
の
ソ
フ
ト
面
で
の
取

り
組
み
も
提
言
し
て
い
る
。

―
―

Ｏ
Ｄ
Ａ

―
Ｏ
＆
Ｍ
支
援
措
置
の
拡
充

近
年
、
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
営
お
よ
び

Ｏ
＆
Ｍ（
運
営
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）に
参
画
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
導
入
さ
れ
た
Ｏ

＆
Ｍ
単
体
へ
の
円
借
款
適
用
等
の
支
援
措
置
に
つ
い

て
、
更
新
期
を
迎
え
た
設
備
・
機
器
の
補
修
・
更
新

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
の
活
用
の
推
進
に
加
え

て
、
無
償
資
金
協
力
に
よ
る
Ｏ
＆
Ｍ
へ
の
支
援
を
求

め
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
や
「
顔
が
見
え
る
援
助
」

を
推
進
す
る
た
め
の
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
円
借
款
や
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ（
本
邦
技
術
活
用
条
件
）の
活
用
事
例
の
拡
充
を

要
望
し
て
い
る
。
同
時
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
官
民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）支
援
の
拡
充
と
し
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
民

間
投
資
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
イ
ン
フ
ラ
を
面
的
に
整

備
す
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
の
推
進
等
を

提
言
し
て
い
る
。

―
―

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
等

―
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
と
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
拡
充

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際
協
力
機
構
）海
外
投
融
資
に
関
し

て
は
、
国
際
開
発
金
融
機
関
と
連
携
し
た
資
金
供
与

の
積
極
的
な
立
案
・
実
施
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
積
極
的
供
与
や
支
援
の
継
続
を
要
望
し
た
。

ま
た
、
案
件
審
査
手
続
き
の
迅
速
化
お
よ
び
予
見
可

能
性
の
向
上
に
向
け
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ（
国
際
協
力
銀
行
）

先
議
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
投
融
資
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ（
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
）の
実
現
に
向
け
た
、

米
国
や
豪
州
の
政
府
系
機
関
と
の
協
調
融
資
に
よ
る

具
体
的
な
案
件
組
成
の
推
進
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

金
融
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
や
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の

深
化
を
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
８
月
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７（
第
７
回
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議
）の
際
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ（
日
本
貿
易
保

険
）と
ア
フ
リ
カ
貿
易
保
険
等
と
の
間
で
輸
入
費
用

お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
融
資
の
１
０
０
％
を
カ
バ
ー

す
る
新
ス
キ
ー
ム
の
構
築
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
同
様
の
ス
キ
ー
ム
の
他
地
域
へ
の
展
開
や

き
め
細
か
い
商
品
拡
充
・
制
度
改
善
・
柔
軟
な
運
用

等
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ（
海
外
交
通
・
都
市
開
発

事
業
支
援
機
構
）や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
海
外
通
信
・
放
送
・

郵
便
事
業
支
援
機
構
）、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ（
石
油
天
然

ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
）に
つ
い
て
も
、
支
援

の
一
層
の
柔
軟
化
や
機
能
の
強
化
等
を
引
き
続
き
提

言
し
て
い
る
。

―
―

ホ
ス
ト
国
の
課
題
改
善

―
日
本
政
府
と
連
携
し
た
取
り
組
み

わ
が
国
企
業
と
ホ
ス
ト
国
政
府
・
発
注
機
関
等
と

の
ト
ラ
ブ
ル（
税
金
問
題
、
現
地
政
府
負
担
事
項
の

不
履
行
、
工
事
代
金
支
払
遅
延
等
）の
解
決
に
お
い

て
は
、
わ
が
国
政
府
・
関
係
機
関
に
よ
る
ホ
ス
ト
国

側
へ
の
改
善
要
望
の
申
し
入
れ
な
ど
継
続
的
な
支
援

や
仲
裁
制
度
の
整
備
・
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま

た
、
入
札
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
法
制
度
整
備
や
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
改
善
、
人
材
育
成
の
強
化
を
通
じ
、
ホ

ス
ト
国
側
の
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
へ
の
理
解
促
進
等

を
要
望
し
て
い
る
。

今
後
に
向
け
て

経
団
連
で
は
、
引
き
続
き
経
協
イ
ン
フ
ラ
戦
略
会

議
を
司
令
塔
と
し
た
取
り
組
み
の
推
進
と
と
も
に
具

体
的
な
制
度
改
革
、
支
援
策
の
充
実
を
求
め
て
い
く
。

あ
わ
せ
て
、
現
在
政
府
内
で
検
討
中
の
２
０
２
０
年

以
降
の
新
戦
略
に
本
提
言
の
要
望
が
反
映
さ
れ
る
よ

う
働
き
か
け
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
質
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
の
海
外
展
開
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
る
。

※本提言については、http://www.keidanren.or.jp/policy/2020/024.html参照
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